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＜数学科＞ 

自ら学び，思考力・判断力・表現力等を培うための授業の方略 

～ノート記述にみる思考過程の考察とその指導法～ 

 

美濃市立美濃北中学校 教諭 作倉 誠  

 

概  要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１．主題設定の理由 

平成 20年 7月「中学校学習指導要領 総則編」

で，あらためて前学習指導要領の理念が強調され

た．変化の激しい社会を担う子どもたちに必要な

力とは，基礎･基本を身につけ，いかに社会が変化

しようと，自ら課題を見つけ，自ら学び，自ら考

え，主体的に判断し，行動し，よりよく問題を解

決する資質や能力などの「生きる力」が今後さら

に必要であることを示している．なかでも新しい

知識・情報・技術を基盤として，柔軟な思考力に

基づく判断が一層重要になることを示唆している．

また，平成 19年 4月 24日に行われた全国学力・

学習状況調査では，「説明文で述べられている事柄

の理由を要約すること」，「資料から必要な事柄を

取り出して与えられた条件に即して書き換えるこ

と」などに課題があることが明らかになった．こ

のように基礎的・基本的な知識・技能の習得につ

いては，全体として一定の成果が認められていて

も，思考力・判断力・表現力等を問う読解力や記

述式の問題に大きな課題があることが明確となっ

た．あらためて前学習指導要領の理念，「生きる力」

を支える「確かな学力」は，知識・技能を活用し

て課題を解決するために必要な思考力・判断力・

表現力等を重視している．さらに，こうした課題

を前学習指導要領で実現・達成することができて

いない理由として，「生きる力」という理念を共有

できていないところを問題視している．特に，思

考力・判断力・表現力等を育むための手立てとし

て，観察・実験，レポートの作成，論述といった

学習活動が必要であるとしながらも，教科担任制

の中学校では，レポート作成・推敲や論述といっ

た学習活動はすべて国語科の役割と考えているこ

とが多い．思考力・判断力・表現力等を高めるた

めには，国語科のみならず各教科などにおいて，

記録，要約，説明，論述，レポートの作成や推敲，

発表・討論といった言語活動などを発達段階にお

いて行うことが重要であることを明示している． 

本研究では，思考力・判断力・表現力等の育成

を重視し，その手立てとしてノート記述に着目し

た．思考力・判断力・表現力等の育成については，

数学の授業で日常的に大切にしている．問題に対

して単に解答を求めるだけでなく，そうした解答

がどのような過程で導き出されたのか，なぜその

解答が正しいのか，その導き出された解答をわか

りやすく説明するなどの学習活動を重視している．

また，解答の求め方について，いろいろな意見を

 学習指導要領の改訂では，あらためて「生きる力」が強調され，思考力・判断力・表現力等の育成が

重視された。また，そうした力を高めるために，説明，論述，レポート作成などの言語活動をより一層

充実させることが重要であることを明示している。本研究は，思考力・判断力・表現力を高めるための

手段として，日常的に行われている学習活動であるノート記述を取り上げる。まずは，生徒のノート記

述にみられる思考の構造を，トゥルミンの論証モデルによって分析し，ノート記述の重要性，有用性に

ついて述べる。さらに，思考力・判断力・表現力等を高めるために，何をどのように記述すればよいの

か，その指導法として有効な手段を，授業実践と絡めながらその方略を探る。 

 本稿は，学習活動として欠かすことのできない「書くこと」への指導としてノート記述を見直し，自

ら学び，思考力・判断力・表現力等を高めるための授業を提案する。 

（キーワード～思考力・判断力・表現力等，ノート記述，トゥルミンの論証モデル，思考の構造） 
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班学習で交流する，解答の導き方について根拠を

明確にしてまとめる，そして，わかりやすく人に

説明するなどの学習活動を多く位置づけている．

その学習活動の基となるのがノート記述である。

法則・意図などを解釈したり，それを説明したり

活用したりするためには、ノート記述は欠かすこ

とができない．ノートに書くという学習を通して，

どのような考え方をつかったのか，どう判断した

のかなど，こうした学習活動が思考力・判断力・

表現力等などを高めるためにとても有効であるこ

とは，明らかなことではある。さらに，ノート指

導については，どの教科でも大切にされ，「課題解

決のために，考えたことをノートに整理しながら

考える」，「正しいかどうかノートに書きながら判

断する」，「考えたことをわかりやすくノートにま

とめる」など，ノートを書くことは，極めて重要

である．しかし，そうした活動を大切にしながら

も，何をノートに記述するのか，どのようなノー

ト記述することがよいのか，またその指導法は明

らかではない．本研究では，そのノート記述につ

いて検討し，思考力・判断力・表現力等を高める

ためのノート記述のあり方を模索する． 

 

２．研究仮説 

数学科のノート記述において，課題解決のた

めの思考過程を大切にし，その内容を明確にノ

ートに記述させる指導を工夫すれば，自ら学

び，思考力・判断力・表現力等を高めることが

できる。 

 

３．研究内容 

（１）思考力・判断力・表現力等を高めるための

ノート記述の考察 

トゥルミンの論証モデル（[主張][根拠][理由づ

け][理由の裏づけ][限定]｢反証｣）によるノート分

析をする。 

（２）思考力・判断力・表現力等を高めるための

ノート指導の在り方の検討，実践 

① ノート記述「何をどのように記述するのか」

の指導法の検討 

② 発表ボードによる授業実践との関連 

４．研究実践 

(1) 思考力・判断力・表現力等を高めるためのノ

ート記述の考察 

 ノート記述によって，思考力・判断力・表現力

等を高めるために重要なのは，どのようなノート

記述をすればよいかである。本研究では，まず「ト

ゥルミンの論証モデル」を用いて，ノート記述に

みる思考力・判断力・表現力等を考察する。 

 

＜トゥルミンの論証モデル＞ 

トゥルミンの論証モデルとは，もともとイギリ

スにおいて哲学の研究をしていたスティーブン・

トゥルミン(Stephen Toulmin)が，あることが理

にかなっているかどうかを検討する道具として，

伝統的な論理学では不十分だと考え，1958 年に

『The Uses of Argument (議論の用法)』と題した

著書で自説を展開するために用いたものである．

この論証モデルについては，言語論理教育を提唱

する井上(1977)が，論理的思考力の育成という視

点からその有用性を示唆している．井上(1977)は，

トゥルミンの論証モデルを，次のように図示して

いる． 

 

図 1 トゥルミンの論証モデル 

 

 

このモデルの骨組みは，[主張]とそれを理由付

ける[根拠事実]，[理由づけ]の３つが中心にあり，

他の３つ（[限定]，[反証]，[理由の裏づけ]）は但

し書き(条件付け)としたものである．各項目につ

いて井上は，次のように述べている． 
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[主張]（Claim, Conclusion）とは， 

事実が存在するかどうか，判断や解釈の真

偽などの主張をいう． 

[根拠事実]（Data）とは， 

ある[主張]を支える証拠となる事実をいう． 

[理由づけ]（Warrant）とは， 

[根拠事実]と[主張]との間を橋渡しする役

目を持っている．つまり，この[根拠事実]が

あるとどうしてその[主張]が真だといえるの

かその理由を示すことである． 

[理由の裏づけ]（Backing）とは， 

[理由づけ]の妥当性を裏付ける事実を示す

ことである． 

[限定]（Qualifier）とは， 

[主張]や[理由づけ]の確かさの度合いを示

すものである． 

[反証]（Rebuttal）とは， 

限定がなぜつけられたかという根拠となる

ものをいう．論を主張するときは，例外とな

ることがらやどういう場合に制限されるかと

いう条件，反対の証拠などを考慮する．                      

 

 

このように，トゥルミンの論証モデルは，ある

[主張]がなされるためには，それを支える根拠と

しての[根拠事実]が必要であり，さらに，どうし

て[根拠事実]から[主張]がいえるのかという[理由

づけ]がなければならないとしている．しかし，こ

れだけではまだ十分でなく，[理由づけ]を支える

ための[理由の裏づけ]，[理由づけ]の確かさの程度

を示す[限定]，[反証]が付け加えられる．このよう

な考え方がトゥルミンの論証モデルといわれるも

のである． 

 

＜数学教育におけるトゥルミンの論証モデル＞ 

筆者は，数学教育における論理的思考力の一側

面を「筋道立てて考える力」とし，その「筋道立

てた考え方」をトゥルミンの論証モデルと捉えて

いる。トゥルミンの論証モデを用いて「筋道立て

た考え方」を，次のように捉えることができる． 

 

図 2 数学教育におけるトゥルミンの論証モデル 

 

また，具体的な事例として，筆者は次のような

事例で示している。 

 

 

単  元：第２学年 「三角形と四角形」 

学習課題：「二等辺三角形の底角は等しい」こと

を証明しよう 

図 3 トゥルミンの論証モデルの事例① 

 

 

 

この事例は，二等辺三角形の性質について三角

形の合同条件を使って，その性質を証明するとい

う思考の構造である．これは，「二等辺三角形の

底角は等しい」ということが正しいと説明するた

めの「筋道立てた考え方」をトゥルミンの論証モ

デルにあてはめたものである． 

この学習場面を考察すると，すべての二等辺三

角形において，底角が等しいという[主張]が正し

いと説明するために，ある二等辺三角形を取り上

げ，その二等辺三角形について，底角が等しくな

るという[根拠事実]を証明することにより，[主

張]が正しいということを説明している．しかし，

ここで重要なのは，「なぜ，ある一つの二等辺三

角形について説明すれば，すべての二等辺三角形

についていえるのか」という[理由づけ]が明らか
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でなかったり，その前提となる「ある二等辺三角

形は，すべての二等辺三角形を代表する」という

[理由の裏づけ]の確認が十分でなかったりする．

とかく授業の中では，ここにある「ある二等辺三

角形の底角は等しい」という[根拠事実]を説明す

るための方法や表現にかなりの時間を費やし，こ

こでいう[理由づけ]や[理由の裏づけ]の確認が十

分でない．このように，ここでの「筋道立てた考

え方」をトゥルミンの論証モデルにあてはめてみ

ると，[主張]に対する[根拠事実]は明らかになっ

ていても，その前提となる[理由づけ]や[理由の裏

づけ]が，授業の中でなかなか確認されていないこ

とがよくみえてくる．こうしたことは，「筋道立

てた考え方」をトゥルミ

ンの論証モデルによって

あてはめることの利点と

もいえる．さらに，「二

等辺三角形の底角は等し

い」ことをいうための思

考の構造を，次のように

明らかにしている。 

 

図 5 証明問題における論証モデル 

 

 このように，「二等辺三角形の底角は等しい」

ということを証明するための思考の構造は複雑で

ある。ノート記述が，このように明確に構造化さ

れることが望まれるが，それよりも[根拠事実]，[理

由づけ]，[理由の裏づけ]が明確に記述されている

ことが，思考力・判断力・表現力等を高めること

につながる。 

 では，具体的な授業でのノート記述について考

えてみる。 

 

＜具体的なノート記述の例＞ 

 授業の中で理解できたことや考え方をノート記

述することは，単なる計算過程だけに終わらず，

そこにどんな概念や法則が存在するのか，どんな

理由でその計算が成り立っているのかを明確にす

るなど，思考力・判断力・表現力等を高める上で

とても重要なことである。また，間違った計算は，

どこで間違えたのか，どんな間違いをしたのかに

より，正しい計算をより正しいと導くために証と

なる。 

 ここで，トゥルミンの論証モデルを用いて，具

体的なノートの記述例を考察する。 

 

① 分数係数の連立方程式でのノート記述例 

 

図 6 よくできる生徒のノート記述 
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[主張 C] 

～分数係数の連立方程式は，係数を整数にする

ことによって解くことができる。 

[根拠事実 D] 

～「（①×最小公倍数６）×２＋②をすると，

ｘ＝－３となる。」 

[理由づけ W] 

～「３と２の最小公倍数である６を上の式全部

にかける。」 

[理由の裏づけ B] 

～「等式の性質を使って」 

[限定 Q] 

～分数係数の場合，「等式の性質を使って分数を

なくす。」さらに，「項をすべて整数に直せ

ば・・・・，文字の解を求めることができる。」 

（「  」は，ノート記述） 

 

 

このノート記述では，分数係数の連立方程式を

計算の法則を用いて解くことができている。ここ

で重要なことは，分数係数を整数にすること，そ

のために等式の性質を用いて両辺に同じ数をかけ

ていることである。さらには，どんな分数係数で

も，最小公倍数をかけることによって整数係数の

連立方程式になることを強調している。このこと

は，計算のしくみを理解する上でとても重要なこ

とである。 

 

この記述にみられる連立方程式の解法で重要な

考え方は，次のような内容である。 

 

ア．分数係数を整数に直せば解くことができる。

（C） 

イ．その場合，分母の最小公倍数をかければよい。

（W） 

ウ．そのことは，等式の性質によって成り立つ。

（B） 

エ．どんな分数でも，項の係数を整数に直せば解

くことができる。（Q） 

 

 

 

② 分数係数の連立方程式でのノート記述例 

 

図 7 よくできる生徒のノート記述 

 

[主張 C] 

～分数係数の連立方程式は，係数を整数にする

ことによって解くことができる。 

[根拠事実 D] 

 ～「（①×最小公倍数６）×２＋②をすると， 

    ｘ＝－３となる。」 

[理由づけ W] 

 ～「３と２の最小公倍数６を・・・全部にかけ

る。」 

[理由の裏づけ B] 

 ～「等式の性質を使って」 

[限定 Q] 

 ～すべての分数係数の場合，「等式の性質を使っ

て分数をけす。」 

[反証 R] 

 ～等式の性質を成立させるためには，「１にも６

をかけないと等式が成り立たない。」 

（「  」は，ノート記述） 

 

 

このノート記述で着目したいのは，等式の性質

を正しく用いる但し書きがあることである。通常，

分数係数の連立方程式の場合，分数係数を整数に

直すことばかりにこだわり，整数値である右辺に

６をかけ忘れるという間違いを引き起こす。この

ノートでは，「１にも６をかけないと等式が成り立
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たない。」と明確に記述されている。逆にいえば，

両辺に 6をかけないと等式の性質が成り立たない

ことを示している。このことは，成り立たない例

を示す[反証]といえる。数学の授業で，間違えた

答えは安易に消さず，どこが間違っているのか，

どのように間違っているのかを明確に理解するこ

とを大切にしている。間違えたからこそ，より正

しい解答が明確になる。間違えなければ，その正

しさに気づくことなく，いずれどこかで大きな間

違いを引き起こす可能性を持ち続けることとなる。

このことも，トゥルミンの論証モデルでいう[反

証]の特徴であるといえる。 

 

③ 分数係数の連立方程式でのノート記述例 

 

図 8 おおむねできる生徒のノート記述 

 

[主張 C] 

～「まず最小公倍数の６をかけて分数の・・・

を整数の・・・にしてから加減法で計算す

ると・・・になる。」 

[根拠事実 D] 

～「（①×最小公倍数６）×２＋②をすると，

ｘ＝－３となる。」 

[理由づけ W] 

～「通分する。分母をそろえるために６をかけ

る。整数にできる。」 

（「  」は，ノート記述） 

 

 

このノート記述では，ノート記述例①・②でみ

られた[理由の裏づけ]，[限定]，[反証]が記述され

ていない。特に，[理由の裏づけ]となる等式の性

質を用いることについては，計算過程を見ればお

おむね理解されているといってよいが，等式の性

質によって方程式の解が導かれているという意識

は薄い。記述するという行為そのものが，思考そ

のものとは言い難いが，少なくとも等式の性質を

用いることに対する意識でいうと，明らかにノー

ト記述例①・②とは異なる。ここでは，方程式の

解法が等式の性質も用いていること，うまく用い

ることができれば，どんな方程式でも解くことが

できるという考え方が大切である。また，[理由づ

け]では，あいまいな記述がされており，計算の仕

組みそのものが理解されているかどうか疑問が残

る。 

 

④ 分数係数の連立方程式でのノート記述例 

 

図 9 努力を要する生徒のノート記述 

 

[主張 C] 

～分数係数の連立方程式は，係数を整数にする

ことによって解くことができる。 

[根拠事実 D] 

～「６班 （①×最小公倍数６）×２＋②をす

ると，ｘ＝－３となる。」 

[理由づけ W] 

～「６をかけて・・・分数をなくす。」 

[理由の裏づけ B] 

～「等式の性質を使い」 

（「  」は，ノート記述） 
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このノート記述では，各班の発表ボードに書か

れた内容を写すのみの学習になっている。発表ボ

ードをそのまま写すことは悪いことではないが，

それでは意味を持たない。なぜ分数を整数に直し

たのか，等式の性質をどのように活用したのか，

分数係数の方程式の解き方としていえることは何

かなど，理解が深まっていれば，たとえ発表ボー

ドを写す学習になっても書き加え意味を持たせる

ことができる。ノート記述を見れば，どんな思考

力・判断力・表現力等を用いて，どんな学習した

かが明確になる。このことにおいても，ノート記

述の重要性を示唆している。 

いろいろな生徒のノート記述を，トゥルミンの

論証モデルを用いて分析して，次のようなことが

明らかになった。 

○ 思考力・判断力・表現力等を高めるため

にノート記述は有効な手立てとなり得

る。 

○ よくできる生徒，おおむねできる生徒，

努力を要する生徒のノート記述には差

異がある。 

○ ノートに書く内容は，トゥルミンの論証

モデルに基づいた思考の構造を記述す

ることが大切である。特に，[主張]に対

する[根拠事実]はもとより，[理由づ

け][理由の裏づけ][限定]｢反証｣を明確

に記述することは重要なことである。 

 

(2) 思考力・判断力・表現力等を高めるためノー

ト指導の在り方の検討と実践 

 ノート記述が，思考力・判断力・表現力等を高

めるための手立てとなり得ることについては，前

にも述べた。どの教科でも，ノートづくりは大切

にされている。しかし，「ノートにまとめなさい」

「しっかりと書きなさい」と言われても，何をど

のように記述するのかなどの指導は少ない。ここ

では，実際のノート指導をどのように行ったか，

どのように指導すればより思考力・判断力・表現

力等を高めることができるのかについて述べる。 

 

① ノートに何をどのように記述するのか 

 年度初め，数学科の授業オリエンテーションで

は，ノート記述について次のようなことを指導し

ている。 

 

ア．「ノートまとめは，それぞれが残す財産です。

しっかり考え，しっかりまとめましょう。」 

イ．「吹き出し」を用いて 

 「ノートに何を書けばいいのか」については，

ここにも示したように， 

 ○根拠を示す～計算過程，概念や法則など 

 ○理由を書く～言葉でなぜそうなったのか 

 ○考え方～どんな考え方で解いたのか 

 ○考え方の違い～異なる考え方の意味など 

などを，「吹き出し」の中に記述するように指導し

た。「吹き出し」を用いることによって，単に答え

を出すだけでなく，その過程にある多くの考え方

を明確にすることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ．問題のイメージ化 

 数学は，数，文字，図形など，より簡潔に表現

する学習である。具体的な問題を表や図を用いて

イメージすることはとても重要なことである。 

 

図 10 問題のイメージ化（生徒配布資料抜粋） 

 

 

＜大切なことは，「吹き出し」を 

使ってまとめる＞ 

根拠を示す，理由を書く，考え方の違い，

大切な考え方など，線で囲み，わかりやす

く書くことは大切です。 

答を出すだけでなく，答が出るまでの過

程を大切にすることが，今後の学習につな

がります。 
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エ．自分の言葉で 

 数や文字，式だけではなく，その一つ一つに対

する理解は多くの言葉によって行う。数学とはい

えども多くの言葉を用いて考えさせるには，まず

は自分の考えを言葉で表現することが重要である。

そのことは，数学を理解する上でも大切なことで

ある。 

 

図 11 自分の言葉で（生徒配布資料抜粋） 

 

 

 

オ．いろいろな見方・方法で 

 問題を解決するにあたって，多くの考え方が存

在する。その多くの見方や考え方を身につける意

味でも，できる限り多くの方法で問題にあたらせ

ることが大切である。 

 

図 12 いろいろな方法で(生徒配布資料抜粋) 

 

図 13 いろいろな見方で（生徒配布資料抜粋） 

 

 

 

カ．失敗は成功のもと 

 正しい答えを求めるがあまり，間違えた答えを

おろそかにすることは多い。前にも述べた[反証]

ということから考えても，正しい答えをより正し

いと証明するものが，間違えた答えの中にに潜ん

でいる。どこを間違えたのか，どんな間違いをし

たのか，正しい答えとの関連をより明確にするこ

とは重要なことである。 

 

図 14 失敗は成功のもと（生徒配布資料抜粋） 

 

 

 

 単に，｢ノートをしっかり書きなさい｣「ノート

に考え方をまとめなさい」と言っても，なかなか

書けるものではない。何をどのように書くのかを

しっかり指導しなければ，思考力・判断力・表現

力等を高めるノートづくりはできない。オリエン
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テーションでは，生徒のノート記述の事例を示し，

ノート記述をどのようにすればよいのかを指導し

ている。また，ノートは定期的に評価し，どのよ

うなノートづくりをすることが大切なのかを理解

させることも重要である。 

  

 次に問題となることは，思考力・判断力・表現

力等を高めるためのノートづくりを，生徒自身が

進んでするための手立てである。ノート記述は，

あくまで学習の結果であり，学んだことをすべて

書き写しても決して学習は高められない。思考

力・判断力・表現力等を高めるための学習活動が

とても重要なこととなる。思考力・判断力・表現

力を高めるための学習活動は，授業の中で多く存

在するが，ここでは，次の２点について述べる。

教師と生徒の対話の中で，トゥルミンの論証モデ

ルにある[根拠事実][理由づけ][理由の裏づ

け][限定][反証]を意識して学習しているかどう

かである。もう一つは，生徒同士の学習活動でも

ある発表ボードを用いた学習との関連である。後

者については，②で述べる。   

前者について，井上(1998)は，思考力を高める

ための手立てとして，対話について「思考育成へ

の方略」で述べている。そのことを授業実践での

対話と関連させて教師の発問として考えられるこ

とをまとめると，次のようなことである。 

 

ア「どうして，このようなことがいえますか。」 

 ～事例となる資料（D）を問う。 

イ「こういう事例があると，どうしてこのよう

なことがいえますか。」 

 ～理由（W）を尋ねる。 

ウ「このことは，どんな場合でも当てはまりま

すか。」 

 ～成り立つ場合，成り立たない場合（Q，R）

を問う。 

エ「このような理由のいえる根拠は何ですか。」 

 ～理由を裏付ける事実（B）を問う。 

 

  

これだけではまだ不十分で，さらに問い返しに

より学習を高めるには，次のような発問が考えら

れる。 

 

Ⅰ．「○○についての例（や証拠）を挙げてみよ

う」という指示を与えるとき，次のような

ことを付け加える。 

  ⅰ～「また，それについての反対の例はな

いだろうか？それも探してみよう」 

Ⅱ．「××は正しいか正しくないか」を問えば， 

  ⅱ～「どういう条件があれば××は是認さ

れるか」 

Ⅲ．「それはいつも△△だ」に対しては， 

 ⅲ～「いつも？本当にそうかな？どんなと

きにそうなるのかな？」 

Ⅳ．「ＡだからＢだ」に対しては， 

  ⅳ～「Ａが本当にＢの原因や理由になって

いるのかな？」 

 

こうした発問により，思考力・判断力・表現力

等を高めることができ，その思考の軌跡としてノ

ート記述が行われるものである。ノート記述は，

手段であり目的ではない。よりよい学習活動があ

ってこそ，よりよいノート記述が存在する。 

 

② 発表ボードによる学習活動との関連 

 これまで，個の学習の基となるノート記述につ

いて述べてきた。しかし，個の学習をより高める

には，前にも述べたように，よりよい学習活動が

必要となる。そのもう一つの視点が班による発表

ボードを用いた学習活動である。授業においては，

班学習に発表ボードを取り入れ，課題解決の過程，

課題解決の意味について，班でまとめ表現させる

という学習活動を行っている。発表ボードを取り

入れた班での学習効果は，次のようなことがある。 

 

ア．個の学習から全体の学習よりも，課題解決に

向けて一人ひとりの意見を引き出し，自ら   

学びが実感できるようになる。 

イ．班学習により，小さな躓きが克服され，学習

内容が理解でき，課題解決するための過程   

がよく理解できるようになる。 

ウ．学習課題の過程を発表ボードにまとめること

によって，いかにわかりやすく，簡潔に表現す
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る方法を考えることができ，班学習を通して表

現力を身につけることができる。 

 

このように，発表ボードを活用した班学習を学

習活動に位置づけることにより，大きな学習効果

をある。また，そうした学習活動は，思考力・判

断力・表現力等を高めるためのノート記述を大き

く関わってくる。前にも述べたように，ノート記

述にこだわりよりよい学習にするには，その前提

となるよりよい学習活動を位置付ける必要がある。 

 

図 15 発表ボード例 

 

 

 

５．成果と課題 

本研究では，学習活動の基となるノート記述の

重要性，有用性について述べた。日常的な学習活

動となっているノート記述を再度見直し、その指

導法を明らかにすることにより、思考力・判断力・

表現力等を高める手立てとなり得ることが明らか

になった。また、より一層ノート記述を高めるた

めには、多くの学習活動を重視しなければならな

い。本稿では、教師と生徒との対話の中に潜む思

考の構造と発表ボードによる学習活動を取り上げ、

ノート記述との関わりについて述べた。よりよい

ノート記述を求めるためには、よりよい学習活動

が意識的に行わなければならないことも明らかに

なった。 

学習は個から班，全体，そして個へと，そうし

た多くの学習活動を経て個が高められなければな

らない。しかし，よくあるのは，学習のまとめす

るときなどの個にかえる十分な時間が取れず，授

業で学んだ見方や考え方をしっかりとノートに整

理することなく進んでしまうということである。

数学の授業では、教師側も「まとめをさっと終わ

らせて練習問題まで取り組まないとすっきりしな

い」など、ノート記述が大切なことであるとわか

りつつも時間を十分に確保することができないで

いる。また、「問題さえ解ければ今日の授業は十

分理解できているに違いない」と、感じている教

師も少なくない。これでは、「答さえ出ればよい」

「解き方がわかればよい」という学習とならざる

を得ない。本稿は、そうした考え方に一石を投じ

ている。繰り返しになるが、思考力・判断力・表

現力を高めるためには、学習で得た知識をゆっく

り構造化する時間が必要である。ノート記述を通

して、根拠は何か、どんな理由でそうなるのか、

裏づけとなる性質は何かを、時間をかけて明らか

にすることこそ重要な学習活動であることを訴え

たい。「問題が解ければよし」「テストができれ

ばよし」という先入観は消さなければならない。 

今後の課題は、より一層思考力・判断力・表現

力等を高めるためのノート記述、ノート指導の在

り方について検討していくことである。また、そ

のための学習活動を充実させることである。本研

究では、その学習活動として「教師と生徒との対

話」「発表ボードによる学習活動」という点で述

べた。「書くこと」を中心とするノート記述と同

じように、学習活動の基である「話すこと」「聞

くこと」について検討していかなければならない。

このことは、学習指導要領でも明示されている言

語活動の充実にあてはまる。そうした基本的な学

習活動が思考力・判断力・表現力等を高める学習

活動となり得ることは自明なことである。 
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